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Well-being向上

に向けた取組み 

・テレワーク制度、時差出勤制度を導入し、柔軟な働き方の支援に力を入れ

ている。 

・仕事と家庭の両立のための充実した制度を設けており、育児・介護休業中

及び復職後の行員への支援や男性の育児休業取得促進等に取り組んでいる。 

・労務管理ルールを設け、長時間労働の是正に取り組んでいる。

・メンタルヘルス相談窓口を設けている

アンケート実施 ○ アンケートの
社内共有 ○
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【ダイバーシティ経営の促進】
・多様な人材（女性、外国人、障がい者、高齢者、性的
マイノリティ
  等）が、十分に活躍できる環境が整備されている。

○ ○

・性別、国籍、キャリア等に関係なく全ての職員の活躍が不可欠との
認識にたち、ダイバーシティ＆インクルージョン施策の拡充に取り組
んでいる。中期経営計画「飛翔2023～地域の元気を創造する～」
では、重点施策に「チャレンジする人財の育成と企業風土の改革」を
掲げ、年齢や性別にかかわらない積極登用や、障がい者雇用の促進
等を推進している。

○ ○ ○

【多様な働き方の促進】
・テレワーク制度の実施やフレックスタイム制、時差出
勤制度を
　導入し柔軟な勤務形態をとっている。
・ワークライフバランスを推進している。

○ ○

・テレワーク制度、時差出勤制度を導入し、柔軟な働き方の支援に力
を入れている。
・仕事と家庭の両立のための充実した制度を設けており、育児・介護
休業中及び復職後の行員への支援や男性の育児休業取得促進等に
取り組んでいる。

〇 ○ ○

【人権の尊重】
・ハラスメントの防止など人権が尊重された職場づく
りのため、
 ルールが定められ、教育・相談体制が整備されてい
る。

○ ○

・ハラスメントに対する相談窓口の設置、全従業員を対象とした勉強
会の実施等、ハラスメント行為を防止する体制を整備している。
・全職員に年1回の人権研修の受講を義務付ける等、人権問題に取
り組んでいる。

○ ○ ○ ○

【従業員の心と体の健康への配慮】
・長時間労働の是正に取り組んでいる。
・従業員のメンタルヘルスを良い環境で維持できる
ように対策に
　取り組んでいる。
・従業員への健康投資による生産性の向上等に取り
組んでいる。

○ ○

・労務管理ルールを設け、長時間労働の是正に取り組んでいる。
・メンタルヘルス相談窓口を設けている。
・全従業員を対象にメンタルヘルスに関する研修（e-ラーニング）を
実施している。

○ 〇 ○

【人材育成】
・従業員に適切な能力開発、教育訓練の機会を提供
している。
・職場体験やインターンシップの受入れ等、職業の学
びの場を
　提供している。

○ ○

・育成層・若手層・中堅層・マネジメント層・ベテラン層の職階別に分
けた人財育成施策がある。
・年に複数回、インターンシップによる学生の受入れや、地元大学に
おける寄付講座の開講等、職業の学びの場を提供している。

○ 〇 ○ ○

【廃棄物・有害化学物質の管理、３Rの推
進】
・廃棄物・有害化学物質の管理を適切に行い、また削
減に
　努めている。
・リデュース、リユース、リサイクルの推進を行ってい
る。

○ ○ ○

・従業員の家庭等で使いきれない食材を集め、必要としている福祉
団体やフードバンク等に寄付する「フードドライブ活動」を実施して
いる。
・紙、空き缶、ペットボトル等、リサイクル可能なものの分別を実施し
ている。
・全行的な取組みである業務革新施策の一環として「紙使用量削減」
を掲げ、毎月の紙使用量を部店別に開示し、ペーパレスを励行して
いる。

○ ○ ○ ○ ○

【温室効果ガスの排出削減】
・省エネルギーや再生可能エネルギーの利活用など、
　温室効果ガスの排出削減に取り組んでいる。

○ 〇

・太陽光発電、雨水利用、LED照明、省エネ空調等のエコ設備を備え
た環境配慮型店舗の建替えを進めている。
・サステナビリティに関する取組み強化の一環として、CO2排出量
削減目標「2030年度までにカーボンニュートラル」を策定し、本目
標達成のための具体施策に取り組んでいる。

○ ○ ○

【生物多様性、天然資源への配慮】
・自社活動が生物多様性や生態系にどのような影響
を与えるか
　確認して、持続可能な活動となるよう取り組んでい
る。
・天然資源の持続的利用に配慮した調達を行ってい
る。

○ 〇
・福岡市が展開する「一人一花」運動や、各地域における清掃ボラン
ティア活動等の環境美化活動へ積極的に参画している。

○ ○ ○ ○ ○

【水資源の有効活用】
・自社の水の利用状況を適切に管理し、水の有効利
用や節水に
　努めている。

○
・環境配慮型店舗では、雨水を植栽や外構散水などに使用すること
で節水に寄与する雨水再利用システムを採用している。

○

【製品・サービスの安全性】
・自社の製品・サービスの安全性や品質を確保する
ための
　仕組みを構築している。

○ ○

・新商品等導入時には、企画・開発部署とリスク関連部署との間で想
定されるリスクとその対応策等について、協議・検討を重ねている。
また、新商品等導入後には、適切なリスク管理が実施されている
か、関連部署等が定期的にモニターしている。
・お客さまへのアンケート調査を実施し、お客さまの満足度向上に取
り組んでいる。

○ ○

【社会課題解決】
・社会課題の解決を意識した事業運営に取り組んで
いる。
・地域、大学、NPO、行政など多様な主体とのパート
ナーシップに
　より、社会課題を解決する製品・サービスの開発・
展開に取り組
　んでいる。

○ ○ ○

・地方公共団体との協定を締結し、地方創生への取組みを実施して
いる。
・大学と連携し、地域の発展と学術の振興に資する取組みを実施し
ている。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

【個人情報保護】
・個人情報を適切に管理している。

○

・「個人情報保護宣言(プライバシーポリシー)」を策定し、個人情報の
正確性・機密性の保持と安全性の確保に努めている。
・全従業員向けに情報セキュリティ対策等の勉強会を定期的に実施
し、意識の醸成に努めている。

○

【法令遵守】
・法令遵守の考え方が社内に浸透し、法令を確実に
遵守する
　体制・仕組みが整備されている。

○

・コンプライアンスを経営の最重要課題の一つと位置付け、「コンプ
ライアンスの基本方針」を定めている。
・法令違反行為等の早期発見・是正及びコンプライアンス経営の強
化を図るため、「内部通報規程」を定めるとともに、内部通報窓口を
設置している。
・全従業員向けにコンプライアンス勉強会を定期的に実施し、意識の
醸成に努めている。

○

【内部管理体制】
・経営理念及び経営目標の社内への共有が行われて
いる。

○
・経営理念及び中期経営計画を明文化し、全従業員に共有してい
る。

○ ○ ○

【事業継続、事業承継】
・事故や災害などの発生のおける事業継続計画を立
案している。
・事業承継に関する検討・対策を行っている。

○ ○ ○

・大規模災害やシステム障害等の不測の事態が発生した場合におい
て、金融システムの機能維持に最低限必要な業務を継続するための
態勢整備に係る基本方針として、「業務継続規程」を定めている。
・同基本方針に則り、「業務継続計画」を定めている。
・定期的な人事ローテーションによる業務互換性の向上、連絡網の
作成による緊急時の連絡体制整備、緊急時に備えた様々な訓練の
実施等に取り組んでいる。

○ ○ ○ ○

SDGs達成に向けた取組みチェックシート
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